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◆
再
編
成
の
必
要
性

　
長
崎
市
で
は
、
各
地
域
に
支
所
・
行
政
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
支
所
に
つ

い
て
は
、
窓
口
で
で
き
る
手
続
が
少
な
い
、

「
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
」
を
支
援
す
る

機
能
が
な
い
、
ま
た
、
行
政
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
予
算
や
権
限
が
な
く
、
す
ぐ
に
対

応
で
き
な
い
、
少
人
数
の
専
門
職
員
で
は
、

困
難
な
案
件
な
ど
に
お
い
て
複
数
人
で
の
対

応
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
課
題
が
あ
り
ま
し

た
。
一
方
、
本
庁
に
お
い
て
も
役
割
が
細
か

く
分
か
れ
て
お
り
、
各
地
域
の
課
題
を
総
合

的
に
把
握
し
解
決
策
を
打
ち
出
し
に
く
い
と

い
っ
た
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
長
崎
市
で
は
住
民
が
近
く
で
用
事

を
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
、
困
り
事
を
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
に
解
決
し
、
ま
た
、
地
域
の
課
題

に
合
っ
た
対
応
を
す
る
た
め
、
支
所
・
行
政

セ
ン
タ
ー
を
含
む
組
織
を
再
編
成
し
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
窓
口
と
な
る「
地
域
セ
ン
タ
ー
」

と
地
域
に
出
向
く
専
門
職
員
の
拠
点
と
な
る

「
総
合
事
務
所
」
を
新
た
に
市
内
の
中
央
・

東
・
南
・
北
の
４
カ
所
に
設
置
す
る
な
ど
の

方
針
を
決
定
し
、
そ
の
関
連
議
案
が
２
月
定

例
会
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

◆
関
連
議
案
の
審
査
経
過
概
要

　
組
織
再
編
成
に
関
す
る
議
案
は
、
総
務
委

員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。委
員
会
で
は
、

ま
ず
、
外
海
行
政
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
現
地
視

察
を
行
っ
た
上
で
、
第
24
号
議
案
「
長
崎
市

役
所
支
所
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
及
び
第
25
号
議
案
「
長
崎
市
事
務
分
掌

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
の
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
議
案
に
つ
い
て
、委
員
会
で
は
、

行
政
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
道
路
の
補
修

に
係
る
人
員
体
制
や
東
総
合
事
務
所
を
耐
震

診
断
の
結
果
が
出
て
い
な
い
建
物
に
設
置
す

る
こ
と
の
妥
当
性
な
ど
を
検
討
し
た
後
、
本

庁
舎
に
総
合
事
務
所
と
地
域
セ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
必
要
性
や
実
施
時
期
の
考
え
方
に
つ

い
て
確
認
す
る
た
め
、
三
藤
副
市
長
に
出
席

を
要
請
し
ま
し
た
。

　
三
藤
副
市
長
か
ら
は
、
市
内
ど
こ
で
も
同

様
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
上
で
、
中
央
に

も
総
合
事
務
所
と
地
域
セ
ン
タ
ー
を
設
け
る

必
要
が
あ
る
こ
と
、
住
民
に
は
、
用
事
が
あ

れ
ば
、
ま
ず
地
域
セ
ン
タ
ー
に
来
て
も
ら
う

こ
と
を
周
知
で
き
れ
ば
、
実
務
上
の
混
乱
は

回
避
で
き
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

人
口
減
少
な
ど
の
社
会
の
変
化
が
進
ん
で
い

る
と
い
う
意
味
で
は
、
既
に
本
来
の
ス
タ
ー

ト
時
期
は
来
て
い
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
実
施
し
た
い
と

の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

◆
再
編
成
は
10
月
に
実
施
へ

　
そ
の
結
果
、
地
域
住
民
へ
の
周
知
が
不
十

分
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
東
長
崎
土
地
区
画

整
理
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
踏
ま
え

る
と
、
引
き
続
き
現
在
地
で
業
務
を
行
う
べ

き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
条

例
の
施
行
期
日
を 

「
平
成
29
年
７
月
１
日
」

か
ら
「
平
成
29
年
10
月
１
日
」
と
し
、
東

長
崎
に
お
け
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
務

所
の
所
在
地
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
部
分
を

削
除
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
修
正
案
に
対
し
、
た
と
え
総

合
事
務
所
を
設
置
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ま

で
合
併
地
区
の
住
民
が
頼
り
に
し
て
き
た
行

政
セ
ン
タ
ー
を
地
域
セ
ン
タ
ー
と
し
、
職
員

を
減
ら
そ
う
と
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い

と
い
っ
た
反
対
意
見
が
出
さ
れ
る
一
方
、
再

編
成
は
、
地
域
格
差
を
な
く
す
と
と
も
に
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
こ
と
か
ら
、

縦
割
り
と
横
割
り
の
よ
い
部
分
が
十
分
に
発

揮
で
き
る
よ
う
連
携
し
て
ほ
し
い
、
施
行
期

日
が
３
カ
月
延
期
に
な
れ
ば
周
知
期
間
が
で

き
る
こ
と
か
ら
、
住
民
へ
の
細
や
か
な
説
明

と
職
員
へ
の
周
知
徹
底
に
努
め
て
ほ
し
い
と

の
要
望
を
付
し
た
賛
成
意
見
が
出
さ
れ
、
採

決
の
結
果
、
両
議
案
と
も
修
正
案
及
び
修
正

案
を
除
く
原
案
に
つ
い
て
賛
成
多
数
で
修
正

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。ま
た
、

本
会
議
に
お
い
て
も
、
採
決
の
結
果
、
同
様

に
賛
成
多
数
で
修
正
可
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
、第
42
号
議
案「
長
崎
都
市
計
画（
長

崎
国
際
文
化
都
市
建
設
計
画
）
事
業
東
長
崎

平
間
・
東
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
条

例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例
」に
つ
い
て
は
、

第
25
号
議
案
と
同
様
、
東
長
崎
土
地
区
画
整

理
事
業
の
事
務
所
所
在
地
を
変
更
す
る
内
容

が
含
ま
れ
て
お
り
、
委
員
会
及
び
本
会
議
に

お
い
て
、
全
会
一
致
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
支
所・行
政
セ
ン
タ
ー
を
含
む
組
織
再
編
成
が
決
定

〈凡　例〉
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総合事務所

事務所・地区事務所
本庁

連絡員事務所

●北総合事務所
  配置場所：琴海南部総合センター

●中央総合事務所
  配置場所：本庁舎

●南総合事務所
  配置場所：現三和行政センター

●東総合事務所
  配置場所：現東長崎土地区画整理事務所
  （一部は中央卸売市場管理棟に配置）

▲支所・行政センターを含む組織再編成に係る位置図


